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令和２年度新見市地方独立行政法人評価委員会（第２回）議事要旨 

 

１ 日 時 令和２年７月１５日（水）９：２５～１２：００ 

２ 場 所 新見市役所本庁舎 ３階第４委員会室 

３ 出席者 

（１）評価委員会 岡﨑委員長、中西委員、田中委員 

（２）大   学 田枝事務局長、斎藤学生部長、石橋事務局次長、眞治主査 

（２）事 務 局 小林特別参与、難波参事、羽場主任 

４ 議 事 

（１）第２期中期目標期間に係る事業報告の説明について 

   「第２期中期目標期間に係る事業報告書」に基づき、公立大学からの説明を受け

た。 

（２)令和元年度事業報告及び第２期中期目標期間に係る事業の評価について  

   令和元年度事業報告に関し、第１回評価委員会における新見公立大学からの説明

に基づき、各委員が評価を行った。 

   次回評価委員会では、引き続き令和元年度事業及び第２期中期目標期間に係る事

業の評価を行うこととなった。 

 詳細は、以下のとおり。 

 

発言（○委員、●大学）要旨 

取りまとめ結果 

及び 

発言（●大学、◎市）要旨 

［項目別評価］ 

Ⅰ．教育研究等の質の向上に関する目標を

達成するためにとるべき措置 

１ 教育 

１）教育の内容 

〇新見公立大学の全国的な認識度はどの程

度か。全国から受験生は来ているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●短期大学には福井県から西の地域からが

多かった。特に岡山県近県の兵庫県、島

根県、愛媛県からの受験生が多く、岡山

県からの受験生は少なかった。しかし、

４年制大学になると、岡山県の大学とい

う認識が強くなり、岡山県内からの受験

生が一番多くなった。岡山県近県からの

受験生は少なくなり、受験生の出身エリ

アが狭くなった。 

 ２年前から授業の開始時間を遅らせたこ

とにより、県南から電車通学しやすくな

っている。 
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〇平成２８年度の助産師国家試験合格

率について３３．３％と低いが、３

人中１人が合格したということか。  

 

 

〇岡山県の大学として認められた。良

い傾向か。  

 

〇看護師国家試験の合格率が高いが、

他と比べてどうか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）教育の実施体制  

〇大学の自己評価が３点だが、基準は

何か。何が足りないのか。  

 

 

 

 

 

 

２  研究  

〇計画期間中の実績及び改善等された

事項の欄に、例えば行っている研究

内容などの記載があれば健康科学部

各学科の特色が分かりやすい。  

 

〇科学研究費補助金の獲得状況はどう

●外部から見ると、新見公立大学は交通ア

クセスの便が良い。 

 

●受験者６人中２人の合格だった。合格率

が低かった理由は、助産学専攻科内の教

員のチームワークが悪く、これが学生に

影響した。今は改善されている。 

 

●入学者選抜方法に県内枠を設けている。

広報する必要があると考えている。 

 

●看護師国家試験合格率の全国平均は９

０％程度、教育をしっかりしている大学

でも合格率の平均は９５％程度だ。 

●学生の心身の体調が万全であれば、合格

率が１００％となるような体制を作って

いる。看護学科の教員は学生に対し、細

やかな支援を行っている。 

●学生が集中して勉強できる環境を整備し

ている。図書館建設時に不要だと考えら

れていた１階の自習室が、国試前などは

フルに利用されている。 

 

 

●年度計画の評定基準では、計画通り達成

できた場合は３点、計画を上回って達成

できた場合は４点となっている。令和元

年度においては計画通り達成できたため

３点とした。 

●もともとの計画目標を高く設定してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

●よく獲得しており、一般的な地方大学と
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か。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  学生の確保及び支援  

〇高校訪問とは具体的にどのようなこ

とを行っているのか。また、高校側

の誰と話をしているのか。  

 

 

 

 

〇障がいのある学生への生活支援に関

する策はあるか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．社会貢献に関する目標を達成する

ためにとるべき措置  

〇公開講座は共催事業があるのか。  

 

〇参加者が２３０人の年があるが原因

は何か。  

 

 

比べ多い状況である。各学科内で科研費

獲得経験のある教員が他の教員を指導し

ている。 

 新しく研究者になった人が対象の科研費

があるが、これについても周知し、今年

度春に着任した教員が２名獲得してい

る。 

 公文学長は科研費の審査員の経験がある

ため、科研費を獲得するためのテクニッ

クや精神的な部分などを指導している。 

 

 

●高校の進路担当と話をしている。内容と

しては入試情報を伝えている。また訪問

する高校から本学へ進学した学生や本学

を卒業後出身地近くに就職した学生の状

況を伝えている。高校との面識や本学及

び学生・卒業生の状況を伝えている。 

 

●入試の際の支援はしっかり行っている。

入学後は保健管理センターで支援策を作

っている。組織的には大枠でしか定めて

いないが、個々の事案については対象者

と共に作っている。 

●本学は実習がある学科であるため、身体

ということではなく心の障害がある学生

への対応が主だ。例えば教員との雑談中

に支援が必要なことを認識し、保健委員

会や学生部などに相談している。個々の

状況に合った対応ができている。 

 

 

 

●以前は岡山県との共催事業があったが、

今は単独で行っている。 

●参加者が多くなるかどうかは公開講座の

内容による。何か突出したものがあった

のだろう。 
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Ⅲ．業務運営の改善及び効率化に関す

る目標を達成するためにとるべき措

置  

〇教員への報酬は他大学と比べて十分

か。魅力的な金額となっているか。  

 

 

 

 

〇委員会組織改編の狙いは何か。成果

はあったか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教員業績評価作業チームを立ち上げ

ているが、動きは良くなってきてい

るか。  

 

 

Ⅳ・財務内容の改善に関する目標を達

成するためにとるべき措置  

〇プロパー職員の業種は何か。また、

給与は市に準じているのか。  

 

〇経費の抑制に関し、各センター職員

の配置を行ったとあるが、コスト削

減など経費にどのようなメリットが

あったのか。  

 

 

 

 

●教員の報酬は新見市職員の給与に即して

おり、他団体に比べ低い。このため教員

には我慢いただいている状況だ。しかし、

週一回の研修日の確保や高速道路通勤手

当などの制度改善で対処している。 

 

●以前は委員会組織が多く、それへの出席

のために教員の忙殺されていた。また学

長から一般教員への意思疎通が寸断され

ている委員会もあった。このため組織を

改編し、トップダウン、ボトムアップが

スムーズにできるようにし、学長との意

思疎通がしやすくなり動きやすくなっ

た。 

●各委員会に事務職員が委員として入るこ

とにより、学長の考えに事務方として動

くことができるようになった。教授会を

中心とした運営体制から、事務職員が入

ることにより、市民の声が届く運営体制

になりつつある。 

 

●岡山大学で教員評価を行っていたトップ

の教員が今年度４月から本学に着任して

いる。昨年度までは計画段階だったが、

今年度から急激に本格的に動いている。 

 

 

 

●職種は保健師だ。給与は市に準じている。 

 

 

●各センター職員の多くは教員だが、授業

のための業務の他にセンターの業務を行

っていた。ここに事務職員が入ることに

より教員の業務量が減り、事務処理がス

ムーズになり改善されている。 
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〇 時 間 外 業 務 を 行 っ て い た 人 の 業 務

を、定時に帰っていた人に割り振っ

たということか。  

 

 

Ⅴ．自己点検・評価及び当該状況に係

る情報の提供に関する目標を達成す

るためにとるべき措置  

〇自己点検について改善課題を公表し

ているのか。もしくは改善策という

形で公表しているのか。  

 

 

〇情報公開及び情報発信について大学

は自己評定を３点としているが、４

点でも良いと考える。中期計画に対

し３点をつけているという認識でよ

いか。  

 

〇学報「まんさく」について。また、

各地区への回覧文書に含めてもよい

のではないか。市民の目に触れるよ

うにした方が良い。  

 

 

 

Ⅵ．その他の業務運営に関する重要事

項を達成するためにとるべき措置  

〇危機管理、安全管理に関し、Jアラー

トを受信した際の学生・教職員への

伝達方法はどうなっているか。  

〇施設の活用について、評価ができる

内容の明記を求める。  

 

Ⅷ．短期借入金の限度額  

〇借入金がなかったということだが、

この項目に評価は必要か。  

 

 

●各センターの窓口を一本化することによ

り、対応が早くなり効率化でき、目標に

早くたどり着けるようになった。このた

め経費の抑制が図られた。 

 

 

 

 

●７年ごとに認証評価を行っているが、改

善点が評価機関から伝えられている。 

◎この改善点及び改善措置を大学は一般に

公表している。 

 

●大学ホームページへのアクセス数が増加

したのは今年度に入ってからだ。また、

期間中は一貫して自己評定を３点として

きたので今回も３点をつけた。 

 

 

●もともと「まんさく」は同窓会誌だった

ものを広報誌として扱うようにした。今

後は地域にもっと広めたいと考えてい

る。 

◎市報の中に毎回大学のページを設け、記

事を掲載してもいいかもしれない。 

 

 

 

●全館放送や Teams による伝達方法があ

る。 

 

 

 

 

 

●評価委員会にお任せする。 
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Ⅺ．剰余金の使途  

〇剰余金を使用していないが、事業を

するほどのことはなかったというこ

とか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇一定額使用した実績があり、新棟の

ためにいくらかを残したということ

であれば３点でもよい。  

 

Ⅻ．新見市地方独立行政法人法施行規

則で定める事項  

〇 施 設 及 び 設 備 に 関 す る 計 画 に つ い

て、大項目Ⅵの１では自己評定が４

点 で こ の 項 目 で は ３ 点 を つ け て い

る。達成できなかったことがあるの

か。  

 

〇学生のための施設設備について、時

代に即した施設設備とするのは大変

か。  

 

 

 

 

 

 

 

 

〔全体的な事柄について質疑応答〕  

●教員の質について、採用の際には学内で

 

●定員以上の学生の確保ができればその分

収入が多くなり大学の改善に充てること

ができるが、学生の確保が不十分となる

可能性もある。大学は基金を持つことが

できないこということもあり、この剰余

金を担保と考えている。 

◎本来は剰余金を使用して評価が３点もし

くは４点になる。使用していなければな

ぜ使用しなかったのかということにな

る。新棟建設に関する費用が不足した時

のために使用することを抑えたというこ

とだが、本来は大学の改善に繋がること

に使用するのが良い。 

●学生のための環境の改善のために使用す

るよう改善を図っていきたい。 

 

 

 

 

●Ⅵの１は施設・設備の活用までを含めた

評価で、こちらは整備計画であり、計画

の内容がもともと異なるため、この評定

としている。 

 

 

 

 

●Ｗｉ－Ｆｉ環境が整備されたことにより

遠隔授業にスムーズに移行することがで

きた。これまで１クラス５人しかインタ

ーネットに接続できなかったが、これで

クラス全員が接続できるようになった。

また、新棟にベンチ状の椅子を設置する

こととしている。この形状の椅子の方が

学生は勉強しやすい。 
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委員会を立ち上げ、論文や教育の経験な

どを審査している。健康保育学科、地域

福祉学科の教員は文部科学省の審査をク

リアできるレベルの質の高い教員を採用

している。 

 

〇財務諸表５ページの利益処分案につ

いて、Ⅱ当期積立金振替額は必要な

記載か。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学生のＧＰＡはどの程度か。  

 

 

 

 

 

〇３年生からＧＰＡを挙げるのは難し

い。１，２年生の時から成績が下位

の学生へ対応するように。  

 

第２期中期目標期間に係る事業報告の

説明終了（大学側退席）。  

引き続き年度評価に入る。  

 

〔項目別評価評定〕  

Ⅰ  教育研究等の質の向上に関する目

標を達成するためにとるべき措置  

１  教育  

１）教育の内容  

〇幼児教育学科の実績について、年度

 

 

 

 

 

 

◎積立金については、令和元年度が中期目

標期間の最終年度であるため、中期目標

期間中の剰余金について第３期にどれく

らい繰り越すか決める必要がある。しか

しこれはまだ決定されていない事項だ。

繰越承認願が提出されるが、この利益処

分（案）という書類がここにあるべきか

は疑問だ。 

●この書類は公認会計士が作成したもので

あり、中期計画の１４ページに対応する

ものだ。状況をわかりやすくするために

あえて作成している。 

 

●３．５程度が平均だ。また、成績の下位

１５～２０％の学生のＧＰＡは２．０以

下だ。学科ごとに学生への評価にずれが

あるため平均点が異なるが、今後は学科

が異なっても、学生への評価は均一にな

るよう努力する。 

●早い段階から注目し指導していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目総評価を４とした 

 

 

評価項目評定を４とした 
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計画内容と年度計画実績がほとんど

同じ言葉で書かれているため、分か

りづらい。具体的な事を記載する必

要がある。  

 

２）教育の実施体制  

〇中山間地の教育のリーダー、モデル

大学という立場に立ってもらい、教

員にこのような中山間地であっても

これだけの教育ができるということ

に自信を持ってもらいたい。  

〇新しいことに取り組んではいるが、

過渡期のため課題も見える。これか

ら新教務システムの活用で成果を出

してほしい。  

 

２  研究  

１）研究の内容  

〇「まんさく」が市民の目に触れる機

会を増やすべき。  

 

２）研究の実施体制  

〇研究の質の向上を目指している。成

果は今後出てくるのではと感じる。  

 

３  学生の確保及び支援  

１）学生の確保  

〇入学辞退率が低下しているなど、具

体的な数字の実績がある。  

〇新見市出身の学生が少ない。新見公

立 大 学 は 素 晴 ら し い 大 学 で あ る た

め、市民へのアピールが必要だ。  

 

２）学生への支援  

〇 学 生 へ の 細 や か な 支 援 が で き て お

り、これが就職率や資格取得率につ

ながっている。  

〇スケールメリットを活かした教育が

できている。今後も細やかな教育を

 

 

 

 

 

評価項目評定を３とした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目評定を３とした 

 

 

 

評価項目評定を３とした 

 

 

 

 

評価項目評定を４とした 

 

 

 

 

 

 

評価項目評定を４とした 
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続けていくことを期待する。  

 

（２）次回開催日について 

令和２年 ７ 月１７日（金）９時３０分から、市役所本庁舎３階第４委員会室で

開催することとした。                           

 


